
算数オンライン塾 1月 10日の問題解説 
 

 

AD＝AG、AD と BC が平行なので、三角形 AGD が二等辺三角形だから、三角形 BGH

も BH＝BG＝2cm の二等辺三角形になるので、AD＝5cm となります。 

平行四辺形 ABCD の半分の面積を【15】とすると、三角形 AEG、三角形 AED、三角形

ABD はそれぞれ【15】さらに三角形 BGD は【15】×
ଶ

ଷ
＝【10】となるので、三角形

EGD＝【55】となります。一方、三角形 GHC＝三角形 BHD で三角形 DGC が【15】

で BH：HC＝2：３から【6】。したがって面積比は 55：6 になります。 

（答え）55：6 


